
 

    

    

    

    

    

    

    

    

論 文 要論 文 要論 文 要論 文 要 旨旨旨旨    

 

【背景・目的】【背景・目的】【背景・目的】【背景・目的】    

 我が国の障害者就業実態調査によると統合失調症を持ち就労している者は少なく,就業生活を送る

上で困難を有しているといえる.就労が困難となる主な理由は「対人関係がうまくいかなかった」と報

告されており, 対人関係の改善に着目した就労支援方法を確立することは急務の課題といえる.近年,

統合失調症者の対人関係の難しさには社会認知障害が関与していることが推定されている.そのため,

社会認知の改善を視野に入れた就労支援プログラムを検討する必要がある.そこで本研究では，統合失

調症者への就労に向けた社会認知改善プログラムの開発を目的とし，研究課題 1：就労関連技能へ影響

を及ぼす精神症状，認知機能障害の関係性の検討, 研究課題 2： Social Cognition and Interaction 

Training ( 以下，SCIT )と就労準備訓練の介入効果の検討, 研究課題 3：介入効果の継続性の検討を

実施した． 

 

【研究方法】【研究方法】【研究方法】【研究方法】    

研究対象者の募集として，研究説明会を開催し募集を行った.研究概要,具体的な検査方法,所要時間,

介入期間の説明を行い,同意の得られた者を本研究の対象者とした. 

対象者へ介入前測定（基本属性，精神症状，認知機能，就労関連技能，健康関連 QOL）を行い，その

データを基に羅病年数，精神症状，認知機能を標識とした割当法を実施した．割り当ては介入群（SCIT

＋就労準備訓練）,対照群 1（SCIT），対照群 2（介入なし）の三群とした．その際介入効果に影響を与

えると推測される変数の分布が等しくなるように配慮した．20 週間の介入後測定をし,介入終了 8 週後，

効果の継続性測定を実施した． 

 

【研究課題１【研究課題１【研究課題１【研究課題１    結果】結果】結果】結果】    

18 歳～50 歳の統合失調症者 57名を対象に,介入前測定を実施した.そこから,先行研究を参考にモデ

ルを作成し,共分散構造分析を用いた統計学的解析を実施した.それにより,就労関連技能へ影響を及

ぼす要因間の関係性を検討した.その結果,就労関連技能へ直接影響を及ぼす要因は精神症状,社会認

知障害（表情認知,敵意バイアス）であった.一部の社会認知障害（心の理論；Theory of Mind,  以
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下,ToM）と神経認知障害は,敵意バイアスを媒介因子とし,間接的に影響を及ぼすモデルが最も高い適

合度を示した. 

    

    

    

【研究課題２【研究課題２【研究課題２【研究課題２    結果】結果】結果】結果】    

統合失調症者 40 名を,SCIT と就労準備訓練を併用した介入群（14 名）,SCIT のみの介入を行う対照

群 1（16 名）,介入を実施しない対照群 2（10 名）に割り当て,20 週間の介入を実施した.介入前測定,

介入後測定において得られた測定値の比較を反復測定の二元配置分散分析とSheffeの多重比較を用い

た統計学的解析を実施した.その結果,介入前後の測定値の反復測定の二元配置分散分析では,社会認

知障害（ToM）に交互作用が認められた.ToM 変化量の多重比較の結果,介入群と対照群１に有意な差が

認められた. 

 

【研究課題【研究課題【研究課題【研究課題３３３３    結果】結果】結果】結果】        

研究課題 2 と同様の三群を対象とした（介入群 1 名不参加），介入群（13 名）,対照群１（16 名）,

対照群 2（10 名）に対し,ToM の各時期の測定値と,介入変化率,継続変化率の群間比較を Sheffe の多重

比較を用いた統計学的解析を実施した.その結果，測定値に有意な差は認められず,介入変化率は,介入

群と対照群 2 に有意な差が認められ,継続変化率に各群の有意な差は認められなかった. 

 

【結論】【結論】【結論】【結論】    

１）統合失調症者の就労関連技能へ影響を及ぼす構造は，精神症状，神経認知障害，複数の社会認知

障害（表情認知,敵意バイアス,心の理論）が影響を及ぼすモデルが示された． 

２）社会認知障害への改善プログラムである SCIT と就労準備訓練を併用することで心の理論（ToM）

の改善に有効であった． 

３）介入後 8 週間後,効果の継続性は認められなかった． 

４）本研究の結果の臨床活用として，まず，就労関連技能に対して包括的な構造として認知機能障害

が影響を及ぼしていることを理解し,評価する必要がある．そして介入においては，社会認知の改善

プログラムを提供するとともにその内容を試行する訓練として就労準備訓練を併用することで有効

な介入手段として活用することができる． 

 

 

 

 

 

神経認

知 

就労関連

技能 

敵意 

バイアス 

表情認知 

精神症状 

ToM 

-0.43 

-0.32 

0.27 

-0.3

-0.35 

モデル適合度モデル適合度モデル適合度モデル適合度    

RMSEARMSEARMSEARMSEA：：：：0000．．．．00000000，，，，GFIGFIGFIGFI：：：：0000．．．．995995995995，，，，AGFIAGFIAGFIAGFI：：：：0000．．．．975975975975    

NFINFINFINFI：：：：0000．．．．987987987987，，，，CFICFICFICFI：：：：1111．．．．00000000    

標準化間接効果標準化間接効果標準化間接効果標準化間接効果    

ToMToMToMToM：：：：----0.103,0.103,0.103,0.103,        

神経認知障害：神経認知障害：神経認知障害：神経認知障害：----0.0930.0930.0930.093    

数値：パス係数数値：パス係数数値：パス係数数値：パス係数    

灰色：社会認知灰色：社会認知灰色：社会認知灰色：社会認知    



 

論 文 審 査 の 結 果 の 要論 文 審 査 の 結 果 の 要論 文 審 査 の 結 果 の 要論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨旨旨旨    

    

本研究は、対人関係の問題により就業生活に困難を有している統合失調症者に対して、就労に向け

た社会認知改善プログラムの開発を目的としたものである。研究課題１では、就労関連技能へ影響を

及ぼす精神症状、認知機能障害の関係性について詳細な検討が行われ、研究課題２では、それに基づ

き社会認知障害の改善プログラムである SCIT と就労準備訓練を併用した介入プログラムの効果が検

討された。また、研究課題３では介入効果の継続性の検討が行われた。 

 本研究論文の審査としては、今回の介入プログラムの新規性とその限界について質疑応答が行われ

た。統合失調症のある人に対する就労体験を重要視した就労支援は、再発により就労継続が困難とな

る場合があり、認知機能障害への介入も認知レベルでの改善に留まる傾向があるが、今回実施した SCIT

と就労準備訓練を併用したプログラムは心の理論（ToM)の改善に有効であることが実証され、統合失

調症者の就労に向けた新しい介入手段として臨床活用の可能性が示唆された。また、介入効果の継続

性が認められなかった点に関しては、介入後に実際の職場環境での就労支援を行う事や、対象者をサ

ポートする人への情報提供を行う事など、般化に向けた方略の必要性が示された。 

 豊かな臨床経験と十分な文献検討に基づいて社会認知改善プログラムを考案し、綿密な臨床介入研

究を実施し分析したことは、博士論文として価値あるものと評価される。また、今後の臨床活用に向

けた取り組みや、さらなる研究にも期待がもてる。 

 

 以上の結果から、審査委員会の委員全員により、本博士論文が著者 中村泰久氏に博士（リハビリ

テーション科学）の学位を授与することに十分な価値あるものと認めた。 


